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第 1 章  問題と目的 

近年の精神疾患患者の増加傾向を背景に 2011 年に厚生労働省は「4 大疾病」に精神疾

患を加えて「5 大疾病」へと変更し重点的取り組みを開始している。中でも患者数が一番

多いのは感情障害である。抑うつは感情障害をはじめ，多くの精神疾患で見られる症状で

あり，自殺の原因となり得る（上野・池田，2010）。そのため抑うつに関する研究は今

後更に重要になると考えられる。感情に関して，「感情欲求」という概念がある。この概

念は「感情接近欲求」と「感情回避欲求」から構成されており，感情を誘発させる状況や

活動を回避或いは接近を求める一般的な動機として定義されている（Makio＆Esses，

2001）。中でも「感情回避欲求」はアレキシサイミアとの関連が示唆され精神的健康の

不良さが指摘されている。ただ感情欲求という概念は日本においてほとんど研究されてい

ない。抑うつを低減させる感情的側面のスキルとして情動知能がある。情動知能とは，情

動を扱う個人の能力のことで自他の情動を正確に知覚・評価し表現する能力，思考促進の

ため情動に接近・活用する能力，情動制御能力から構成されるとされる（Mayer& 

Salovey，1997）。この能力は対人関係の構築に役立ち，ストレス反応の低減に認知に

も影響を与えるとされる。他者との親密関係は抑うつの深刻化防止に有効な要因であり，

大学生における不適応においては他者との親密性が大きく影響を与えているとの研究があ

る（竹渕，2016）。 

日本において，精神疾患患者数の増加及びうつ病といった感情障害による社会的損失

は大きい。また個人においても，思春期青年期といった人生の重要な時期に精神疾患罹患

することで成長や発達に対する負の影響は計り知れない。よって，感情的側面と他の側面

を検討することにより臨床的・社会的に利益となり得るような支援方略の広がりや新たな

知見を得ることを目的とする。 

 

第２章 方法 

A大学に所属する大学生(18～25歳)男女300名程度を対象に質問紙調査を行った。倫理

審査委員会の承認を受けたうえで実施し、A大学において講義を持つ教員に調査を依頼，

承諾を得られた講義にて，学生に口頭説明を行い回答を求めた。質問紙項目として年齢，

性別，学年の基本属性の他に(1)感情欲求(2)情動知能(3)親密性(4)主観的幸福感(5)抑うつ

を問う尺度を用いた。得られたデータは，統計的手法を用いて分析を行うこととした。ま

ず、基礎統計量を算出し，感情欲求尺度に対して確認的因子分析を行った。次に，男女差

を分析するためｔ検定，その後，Speamanの順位相関係数を算出し相関分析を行った。

最後に，感情欲求２因子，情動知能４因子，親密性を独立変数に，抑うつ及び主観的幸福

感を従属変数として共分散構造分析を行った。 

 

第３章 結果 

 感情欲求は先行研究と同じく２因子構造となることが確認された。また，男女間に

おいて感情回避欲求，情動の認識・理解，情動の表現・命名，親密性において有意な差が

みられた。男女共に親密性，主観的幸福感はほぼ全ての因子と有意な相関がみられた。共

分散構造分析において，男女ともに感情回避欲求は抑うつに対して直接的に有意な正のパ



2 

 

スを示すと同時に親密性を介して間接的にも影響を正の影響を与えていることが示された。

女性のみにおいては，感情接近欲求が情動の表現・命名から有意な正のパスを受け，抑う

つに対して直接的に有意な正のパスを示していた。 

また，感情回避欲求は主観的幸福感に対して直接的にも間接的にも負の影響を与えて

いることが示された。情動の制御・調節も主観的幸福感に対して直接的に正の有意なパス

を示しただけでなく，親密性を介して間接的にも正の影響を与えていることが示された。

ただ，男性は情動の認識・理解が親密性に正のパスを示したが女性は示されなかった。 

 

第４章 総合考察 

本研究は精神疾患に対する支援方略の新たな模索や精神疾患の予防に対する多角的視

野の広がりに貢献すると考え，大学生を対象に感情欲求が抑うつと主観的幸福感に与えて

いる影響，および各概念間の関係性を検討することを目的とした。精神疾患に対する支援

方略の新たな模索や精神疾患の予防に対する多角的視野の広がりに貢献されることを目指

した。 

感情欲求はどちらも情動の表現・命名との関係が示された。このことから，感情に対

する姿勢は自分の感情に名前を付け，適切に表現できることが重要な要因であると推察さ

れた。また，共分散構造分析の結果から感情回避欲求は抑うつを間接的・直接的に高め，

主観的幸福感を間接的・直接的に低めることが明らかとなり，精神的に不健康な状態との

関連が推察された。以上から，抑うつを低減し主観的幸福感を上げるには感情回避欲求を

低める支援が有効な方法であると考えられる。 

感情回避欲求によって精神的に悪影響が及ぼされる状態を緩衝させるものとして情動

知能が働いている可能性が示唆された。情動知能の中でも情動の認識・理解は男性におい

ては間接的に抑うつに有意な負の影響，主観的幸福感に有意な正の影響を及ぼしていた。

その一方で女性においては情動の認識・理解が抑うつを高める可能性が示唆された。この

ことは新たな知見であるため，なぜ情動の認識・理解が抑うつを高める要因として働くの

かを新たな研究テーマとして明らかにすることが望まれる。 
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